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　磁場閉じ込めプラズマ 中に形成される電場分布はプラズマ の輸送現象と密接に 関係し

て おtJ、その理解は極めて量要である。重イオンビームプローブ011BP）は磁 場閉 じ込 めプ

ラズマ 中の 静電ポテンシャルをプラズマに擾乱を与えることなく痕接 測定できる計測手法

であり、これまで中小型装置に導入され、プラズマ 閉じ込め物理の 進展に大きく寄与して

きた。
　核融合研における大型 ヘ リカル装置（田 D）黜 こおいても電場の役割が璽要と考えら

れ．その計測を行うために HlBP開発を行っ てきた。現在．　LHD本体への計測装量の設置

は完了し、L田）本体を含めた全システ厶の較正実験を進 めている。
　H旧Pではプ囗一ブビーム のエネルギー分析を行うことにより、ポ テン シャル計測を行う。
そのためエ ネルギ r 分析性能の評価が重要である。これまで の較正実験結果から、200V
以下の ポテン シャル変動を観測できる二とが分か り、プラズマ中のポテンシャ ル分布の変

化を計測するのに必要な煽度でプローブピームの エ ネルギー分析 が可能であることが確

認できた。
　この結果を基にプラズマ 中のポテンシャル分布の 計測を行った結果を右図に 示す。タ
ー

ゲットプラズマ は平 均電子密度約 0．5× 101s（m角の 低密度プラズマ である。計測縞果は

正 のポテンシャ ル分布が形成されることを示 して おり、電子ル
ートに起因する鷺塙がプラ

ズマ 中に形成され ていることを示して い る。この 結剰ま荷電交換分光による周辺でのt場

計測の結果を定性的に
一
致している。

　現 在、計 灘繭度の向上と計測可能パラメS タ
ー
領域の拡大のための 調整を行 っ ておU、

その 結果を含め 田 Dプラズマ 中のポテン シャル 分布計測結果につ いて報告する。
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図 （a）放電波形（線平均竃子密度LNBIとECHのタイミング）。（b）磁気面と田BPの計測位

置（中心を通る黒い 線の領域を掃引する）。（C》計測されたポテンシャル 分布の変臨 横軸

は図〔b）の観測位置の Z座楓 縦軸がポテンシャルの変化量。

30pCl8P CHS にお け る重 イオ ン ビーム プ ロ ーブ に よる密 度分布計測
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重 イオ ン ビ
ー

ム プ rユーブに よる二 次 ビー ム 強 度は 、主 にプ ラズ マ中の 観測点て

鐸118322 　 HIB 畔 1 （ECHph 日肥レ

，西 村　伸，

の 電子密度と人 射ビーム強度、そ して ビーム と電子 の 衝突断面積に よ っ て 決まる，
衝突断面 積は 竃子密度 と竃子1昼度に 依存す るた め 、どちらか

．
方を仮定すれ 1刻tに

方 の 討
’
測が可能 で あ る、断面鰭の 電 i

’．
温度依存†

．’1．は ⊥〔K｝評 程度以 トで弼弓くなる た

め．電了
．
温度をある提度の 確か さで仮寅寸才1，ば 亀イオ ン ビー一ム

．
フ ロ ー：プの 二 次

ビーム蜘 夏か ら電子密 度を快 定する こ とが で きる 、、示：イオ ン ビ
ー

ム を高速に ス キ

ャ ンす るこ とによ っ て、密度分布の HW・fi変化の 計測 が τ11能 と茄 る。
　 しか しなが ら、ピ

ー一
ム 強度は ピ

ー・
ム経 路上で減衰し、観測 さオ「ゐ 二次 ビー ム 強

度が 減少する。こ の 効果を経路積分の 効果と呼ぶ 。精度良く電子
．
密度を得るた め

には 、経路積分の 効果を考慮する必要が ある。経路積分効果 を考慮す5 ため に、
積分方程式を解い て密度を決定する．，コ ン バ ク トヘリカル シ

．
ステ ム 〔CI　LS）にお いて 、

ビーム を ス キ ャ ン し計測され る二 次ビーム 強度か ら実際に密度分布を話
・
ド価した“

積分方程式は 、数値的に繰 1’）返 し計算を行い収束 させ るこ とに よって解い た．図 1、
図 2 に 得られ た密度分布の 結果を示

一
九 図 上、図 2 はそれぞれ 電 子サ イク ロ ト ロ ン
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布 で あ る。参照の た め トム ソ ン散乱に よる密度分 市の 計測結果も示 して あ る。重　
a’

イオ ン ビ
ー

ム プ
．ローブに よ っ て計測 され た密度分布は、トム ソ ン散乱に よる計測

と良 く
一
致す る．図 3 に、重 イオン t”一ム フ t」・一ブに よって計測 さ才した 密度分布

の 時間変化を示す．ビーム の 高速 ス キ v ン によ り 4ms の 時間分解能で密度分布 の

計測が可能で ある。図中 100rttS以前が 巨  、100π15 以 後は NBr によって維 i一さ2Vた
プ ラ ズマ であ るttこれ らの 言1．測 の詳 細に つ い
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C．ポ ス ター一にて 発 表を行 う、
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図 3
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